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１ はじめに 
 私たちは、2006年より夜空の明るさ調査を始めた。昨年度までおもにスカイク

オリティメーター・写真観測により函館市内と北西に隣接する七飯町から森町ま

での夜空の等級を調べ、その結果「夜空の明るさマップ」「天の川の見え方マップ」

を作成した。私たちの住む「ひかりのまち・函館」は、環境省の調査結果と比較

すると、明るい光の密度が高く、同程度の人口規模の他都市よりも明るいが、市

街地から５ｋｍ離れた東部の農業地域・10ｋｍ離れた七飯町の水田地帯から森町

にかけては天の川も見える暗い空があることがわかった。 
今年度は、学校校庭・市内各所の観測を続け、SQMを連続5回天頂にむけてスイッチを押す方法で、

測定値のばらつきを検討し、今までの学校周辺で測定した値を再検討した。また、2007年以降行ってき

た、冬の夜空でのオリオン座の見え方（最微光星等級）と、SQMの値とを比較した。 
 

２ 調査方法 
観測はおもに、下弦から上弦まで、薄明終了1時間後以降に実施した。 

(１) クオリティメーター（SQM）：ユニヒドロン社製の『スカイクオリティメーターSQM』を使い、

夜空の等級を調べ写真測光の結果と比較した。今までは１・2 回スイッチを押し、より暗い値を採用し

てきたが、今回は5回連続でスイッチを押し、中央値を求めた。 
(２)オリオン座はどこまで見えるか（眼視観測）：1月中旬から3月初めまでの観測期間に、ステラナビ

ゲーターを使って作成した 0.5 等級ごとの星図をもとに、各地で観測をおこなったときにオリオンが何

等級まで見えていたかを記録した。同様の内容をクラスの友人にも見てもらって報告してもらうアンケ

ートを実施しその結果も参考にした。2007年～2010年までに行ったアンケート調査と野外での調査の

結果から、天候状況のよい結果を抜き出して5 万分の1 地形図状にプロットし、同時に測定したSQM
の値との比較も行った。 
 
３ 結果（１）2006～2010年までの観測結果比較 
 今年度行ったSQMの「5回連続測定」の結果を時刻ごとにまとめた（グラフ１）。測定場所は学校以

外に、学校周辺を含め市内数か所と、七飯町、森町など市外も含まれているため、同じ時刻でも差があ

るが、明るい結果が出るときにはばらつきが大きく、暗くなるとばらつきが小さくなる傾向が認められ

図１調査地域 



た(グラフ２)。このばらつきを考慮して、昨年以前の学校での測定値も合わせてみると、19：00～21：
00 の時刻では、およそ17 等～18 等の値が多いことがわかる。季節ごとにこの値をみると、12 月以降

の冬季が夏よりもやや明るい（グラフ

３）。 
（２）オリオン座の見え方 
 2007年～2010年にクラスの生徒の

協力を得て行ったアンケートと、部員

が実際に市内各所で行った眼視観測と

SQM による夜空の明るさ測定の結果

をマップにプロットした。オリオン座

が何等まで見えたかについてのアンケ

ート結果は回答者の意識によって違い

がある。昨年度、中学生がクラスで行ったアンケートでは「オリオン座がどこに見えるのかわからなか

った」と言われて部員はショックを受けた。天候条件がよく、信頼できる回答を抽出すると、先輩たち

が作成した「夜空の明るさマップ」の明るさ区域分けで暗い地域ほど、暗い等級まで見える傾向がみと

められた。ただし、ばらつきは大きい。 
 
４．考察 
学校での観測結果を整理すると、

20 時すぎまでの夜空の明るさは 17
等～18等である。ばらつきの原因の

ひとつには 19 時以前の生徒が多数

残っていている時間帯には、教室の

電灯の光が影響することが考えられ

る。また、季節による差は、気温が

低く空気中の水蒸気が飽和しやすい

冬の気象条件が影響しているものと

考えられる。オリオン座の眼視観測

は、個人差があってばらつくが 17
等までの比較的明るい市街地（区域

A）では 3.5 等程度まで見え、近く

に明るい照明があると3等までにな

るのではないか。18.5等以上の地域

では4等～4.5等、19.5 等以上の地

域では5等以上見えるのではないか。 
 

５．課題 ：眼視観測とSQMの観測点をさらに増やし、もう少し細かい「オリオンマップ」「等光度線

図」の作成をめざしたい。また、写真観測の結果とも比較検討を進めたい。 
 
６．謝辞：愛知県立一宮高校の高村先生には、SQMについてCCDとの比較較正を行っていただいた。 
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